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平
成
二
十
【
年
産
ス
タ
ー
ト
　
霊
野
会
舘
運
営
協
議
会
会
長
小
野
正
敏

梅
雨
の
訪
れ
を
身
近
に
感
ず
る
、
蒸
し

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
会
員
の
皆
様

方
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

第
四
回
総
会
も
五
月
十
七
日
に
終
了
し
、

新
し
い
組
織
・
体
制
で
平
成
二
十
一
年
度

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

市
立
武
蔵
野
会
館
は
、
開
館
以
来
三
年

間
連
続
し
て
、
十
一
有
る
昭
島
市
内
の
市

立
会
館
の
中
で
、
会
館
利
用
者
数
で
ト
ッ

プ
の
座
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

平
成
二
十
年
度
の
利
用
者
数
は
、
六
万
八

千
二
百
二
十
一
名
で
、
市
内
の
会
館
利
用

者
総
数
は
、
二
十
九
万
八
千
百
八
十
三
名

で
、
昭
島
市
の
会
館
利
用
者
の
二
十
三
％

の
方
が
当
館
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ます。こ
の
事
は
、
運
営
協
議
会
の
私
た
ち
に

と
り
ま
し
て
は
、
利
用
さ
れ
る
方
々
に
と

っ
て
、
さ
ら
に
使
い
や
す
い
会
館
に
変
え

て
ゆ
く
こ
と
へ
の
責
任
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ます。運
営
協
議
会
の
活
動
も
四
年
日
に
入

り
、
地
に
足
を
つ
け
た
も
の
に
な
っ
て
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
安
全

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
「
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

委
員
会
」
　
の
三
委
員
会
が
、
中
神
工
業
団

地
協
力
会
、
中
神
駅
北
口
商
店
会
の
メ
ン

バ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
恒
例
と
な
り
ま
し
た
十
一
月
の
会
館
祭

り
も
地
域
住
民
と
中
神
工
業
団
地
協
力
会
、

中
神
駅
北
口
商
店
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
の
場
と
し
て
、
会
館
を
利
用
し
て
い
る

生
涯
学
習
ク
ラ
ブ
の
成
果
発
表
の
場
と
し

て
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
本
年
も
十
一
月
三
日
に
は
、
第
四

回
会
館
ま
つ
り
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
武
蔵
野
小
学
校
と
つ
つ
じ
が
丘

南
小
学
校
で
ス
タ
ー
ト
す
る
「
放
課
後
子

供
教
室
」
　
の
支
援
を
運
営
協
議
会
で
行
い

ます。本
年
度
の
体
制
上
の
変
更
は
、
協
議
会

の
活
動
が
拡
大
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
う

運
営
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
た
め
、
総
務
担

当
役
員
の
増
員
と
事
務
局
長
の
ポ
ス
ト
を

設
け
ま
し
た
。

新
し
い
体
制
、
新
し
い
役
員
に
つ
い
て

も
、
第
四
回
総
会
で
ご
承
認
を
頂
き
ま
し

た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
筏
ほ
ど
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
い
や
す
い
・
使
っ
て
楽
し
い
市
立
会

館
に
す
る
べ
く
、
本
年
度
も
会
館
利
用
者

と
協
議
会
で
行
う
利
用
者
懇
談
会
、
管
理

員
と
行
政
を
交
え
た
管
理
員
・
協
議
会
定

例
会
議
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域

の
皆
様
方
に
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
方
に
、

ご
協
力
を
お
鰊
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
の
う
え
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
一
年
五
月
十
七
日

曇
り
が
ち
な
が
ら
雨
が
あ
が
っ
た
心
地
よ
い
日
、

「
市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
」
の
第
四
回
定
期
総
会

が
五
月
十
七
日
午
後
三
時
か
ら
武
蔵
野
会
館
集
会
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
十
七
名
、
同
体
構
成
員
五
十
一

名
、
あ
わ
せ
て
六
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
運
営
協
議
会
の
小
野
会
長
の
挨
拶
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

議
案
は
七
号
あ
り
、
順
次
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
平
成
二
十
年
度
活
動
報
告

第
二
号
議
案
平
成
二
十
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案
平
成
二
十
年
度
監
査
報
告

第
四
号
議
案
平
成
二
十
一
年
度
活
動
計
画
　
（
案
）

第
五
号
議
案
平
成
二
十
一
年
度
予
算
（
案
）

第
六
号
議
案
会
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
役
員
選
出
に
つ
い
て

各
議
案
と
も
、
異
議
な
し
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
運
営
協
議
会
の
活
動
実
績
の

補
足
説
明
を
紹
介
し
ま
す
。

（
1
）
協
力
員
に
よ
る
児
童
見
守
り
の
継
続
と
、
特
に

新
入
学
時
期
の
見
守
り
強
化
〈
文
書
に
て
依
頼
）

（
2
）
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
地
域
警
備
昭
島
協
力
会
」

へ
の
協
力

（
3
）
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
へ
の
参
加
協
力

市
立
武
蔵
野
会
館
と
し
て
最
初
に
参
加
表
明

し
、
年
九
月
二
十
六
日
試
行
開
始
す
る
。
運
転

者
十
二
名
に
よ
る
交
代
制
で
、
十
一
月
以
降

毎
週
二
日
（
水
・
金
）
及
び
月
－
回
（
土
）
、
午
後

二
時
間
か
ら
二
時
間
三
〇
分
を
原
則
と
し
て

運
行
中
。

（
1
）
マ
ナ
ー
・
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

中
神
駅
北
口
広
場
及
び
西
武
信
金
ま
で
の
道

路
整
備
、
都
道
3
・
4
・
9
号
線
開
通
、
武
蔵
野

小
学
校
前
武
蔵
野
通
り
の
通
学
路
拡
幅
整
備

等
、
地
域
の
社
会
資
本
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

を
と
ら
え
て
、
マ
ナ
ー
・
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
の
協
力
を
得
て
実
施

した。

第
一
回
五
月
十
日
（
土
）
　
雨
天
な
が
ら
約
六
十

名
参
加
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
携
帯
灰
皿
配
布

第
二
回
五
月
三
十
一
日
（
土
）
　
雨
天
に
て
中
止

第
三
回
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
　
雨
天
な
が
ら

約
三
十
五
名
参
加
。
会
館
特
製
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
。

～
中
神
工
業
団
地
協
力
会
加
盟
企
業
が
初
参
加
、

育
ハ
ト
も
マ
イ
ク
で
駅
頭
で
P
R
～

（
2
）
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
の
市
連
絡
会
参
加
と
、

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
関
係
登
録

団
体
連
絡
会
を
開
催
（
七
団
体
）

（
3
）
小
学
校
児
童
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
共
同
に

よ
る
学
校
周
辺
公
道
の
美
化
・
清
掃
活
動
開

始
。
武
蔵
野
小
学
校
四
回
つ
つ
じ
ヶ
丘
小

学
校
一
回



（
1
）
市
主
催
高
齢
者
向
け
健
康
講
座
の
市
立
武
蔵

野
会
館
開
催
分
に
つ
い
て
、
市
立
武
蔵
野
会

館
運
営
協
襲
菅
」
し
て
呼
び
か
け

（
2
）
地
域
内
軽
体
操
、
健
康
体
操
グ
ル
ー
プ
へ
の

会
場
特
別
支
援

（
3
）
独
自
講
座
の
検
討

（
1
）
一
日
開
催
へ
変
更
（
来
館
者
約
六
〇
〇
名
）

（
2
）
利
用
者
団
体
の
実
行
委
員
と
し
て
の
協
力

か
か
わ
り
に
つ
い
て
」

ロ
つ
つ
じ
ヶ
丘
南
小
学
校
六
年

社
会
科
授
業
担
当
「
教
科
書
－
地
域

の
市
立
会
館
に
つ
い
て
ー
」

第
九
ロ
ケ
　
第
一
〇
号
　
第
十
一
号

（
1
）
A
バ
ス
北
ル
ー
ト
乗
車
率
向
上
に
つ
い
て

の
懇
談
会

（
2
）
放
課
後
手
ど
も
教
室
事
業
開
始
に
伴
い
、

地
域
で
の
参
加
協
力
を
運
営
協
議
会
と
し

て
支
援
。
二
十
一
年
度
開
始
‥
武
蔵
野
小

学
校
・
つ
つ
じ
ヶ
丘
南
小
学
校

（
3
）
講
演
等
P
R
活
動

イ
瑞
雲
中
学
校
地
区
委
員
会
で
の

講
演
「
学
校
・
保
護
者
と
地
域
の

問
」
を
「
相
談
役
」
に
訂
正
。

●
第
一
五
条
「
．
年
」
を
「
二
年
」
に
訂
正
。

●
第
八
章
「
事
務
局
」
を
「
事
務
局
及
び
機
関
紙
の
発
行
」
に

訂
咤
第
八
章
節
一
項
「
事
務
局
を
落
し
、
会
長
か
総

括
し
ま
す
」
を
「
総
務
に
事
務
局
を
設
置
し
ま
す
」
に
訂

正
。
第
八
章
節
一
項
「
事
務
局
に
、
広
報
担
当
を
お
き
、

機
関
紙
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
」
を
加
筆
す
る
。

第
七
号
議
案
二
十
一
年
度
役
員
等

会
長
　
小
野
正
敏
自
治
適
第
二
十
フ
ロ
ッ
ク
長

第
六
号
議
案
の
会
則
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
第
六
条
第
一
項
「
前
日
治
会
連
合
会
一
五
ブ
ロ
ッ
ク
長
」

を
削
除
。

●
第
」
○
粂
第
二
項
「
副
会
長
四
名
」
を
「
副
会
長
若
干
名
」

に
訂
正
。

●
第
一
三
条
「
顧
問
」
を
「
相
談
役
及
び
顧
問
」
に
訂
正
。

●
第
二
四
灸
第
三
項
「
総
括
し
ま
す
」
を
「
総
精
し
、
事
務

局
長
が
統
括
し
ま
す
」
と
訂
正
。
第
一
四
条
第
四
項
「
顧

副
会
長
　
丹
羽
藤
吉

副
会
長
　
高
松
勉

副
会
長
　
多
良
芳
幸

兼
会
計

会
計
　
大
槻
修
久

総
務
　
泉
谷
勉

等
務
局
長

総
務
　
高
木
繁
雄

（
塩
担
当
）

総
務
　
堀
俊
雄

総
務
　
矢
島
幸
雄

総
務
　
村
木
勉

総
務
　
保
志
一

（
広
報
担
当
）

一
般

一
般

つ
南
小
ウ
イ
ズ
ユ
ー
ス

会
館
担
当

一
般

昭
文
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会
長

プ
レ
イ
シ
ア
自
治
会
顧
問

プ
レ
イ
シ
ア
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

メ
ゾ
ン
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

交
通
安
全
協
会
日
の
出
議
長

一
般



監
事
　
松
田
隆
雄
防
犯
む
さ
し
の
議
長

監
事
　
田
副
彰
三
蔵
空
中
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
連
絡
会

相
談
役

相
談
役
　
座
間
康
臣
　
文
化
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

顧
　
問
　
古
賀
靖
男
　
元
自
治
達
第
十
五
ブ
ロ
ッ
ク
長

顧
　
問
　
高
瀬
　
武
　
前
日
治
避
第
十
五
ブ
ロ
ッ
ク
兵

安
全
ま
ち
づ
く
り
責
会

委
員
長
丹
羽
勝
吉
　
副
委
員
長
村
木
勉

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
責
会

委
員
長
高
松
勉
　
副
委
員
長
矢
島
事
雄

心
と
か
ら
だ
の
罵
つ
く
り
責
会

委
員
長
泉
谷
勉
　
副
委
員
長
囁
俊
雄

会
館
ま
つ
り
葺
会

委
員
長
多
良
芳
幸
　
副
委
員
長
大
槻
修
久

二

　

　

・

．

　

　

■

＼

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
過
去
三
回
、
ク
リ
ー

ン
・
美
化
の
意
識
付
け
を
狙
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第
四
回
を
「
中
神
工
業
団
地
協
力

会
」
「
北
口
商
店
会
」
「
地
域
ア
ダ
プ
ト
登
録
団
体
」
「
協
議
会

役
員
と
構
成
団
体
」
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
地
域
職

住
一
体
と
な
っ
て
の
活
動
と
し
て
、
次
記
の
内
容
で
実
施

し
ま
し
た
。

●
日
時
五
月
二
十
八
日
（
木
）
七
時
一
〇
分
～
一
時
間

●
場
所
中
神
駅
北
口
階
段
下
及
び
広
場
周
辺
広
場

●
内
容
1
マ
ナ
ー
・
美
化
・
安
全
等
の
標
韮
芥
入
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
一
〇
〇
〇
僻
）
配
布

2
の
ぼ
り
旗
と
青
パ
ト
に
よ
る
啓
発

3
駅
周
辺
・
広
場
植
込
み
等
の
一
斉
清
掃

●
参
加
者
六
〇
名
（
市
の
担
当
者
含
む
）

●
ご
み
収
集
結
果
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
袋
換
算
）

可
燃
ご
み
‥
二
袋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
‥
一
袋

√
不
燃
ご
み
・
二
袋
等
J
み
‥
二
袋

な
お
、
今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
る
他
、
地
域
内
一

斉
清
掃
も
行
う
予
定
で
す
。

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

昭
島
市
の
通
称
「
背
パ
ト
」
は
、
2
台
目
の
運
行
に
あ

た
っ
て
は
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
に
委
託
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
早
い
段
階
か
ら
市
立
武
蔵
野
会
館
運

営
協
議
会
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
の
地
域
で
の
運
行
開
始
か
ら
半
年
あ
ま
り
を

経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
原
則
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

の
午
後
、
毎
月
1
回
は
土
曜
日
の
午
後
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
時
間
を
少
し
遅
く
し
て
、
午
後
3

時
か
ら
5
時
頃
と
し
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

る
と
と
も
に
な
る
べ
く
路
地
に
も
巡
回
し
て
住
宅
地
の
防

犯
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

運
転
者
も
参
加
協
力
者
が
増
え
て
1
6
名
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
週
2
日
の
ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
地
域
の

安
全
安
心
に
役
立
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
－
六
8
、

恒
例
の
武
蔵
野

小
学
校
通
学
路

の
植
栽
が
⊥
ハ
年

生
吾
エ
m
T
肘
に
行
わ

れ
た
。
美
し
い
蓉

ち
づ
く
り
に
、
参

加
し
た
児
童
た
ち

の
喜
び
に
満
ち
た

表
情
に
漣
行
く

人
々
鯵
う
れ
し
蟹

う。


